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（１）届出対象となる行為

（２）景観形成の基準

（３）ガイドライン

全ての行為に対して一律のルールにするには条件が厳しいが、地域性などを踏まえた積極的な

景観づくりとして推奨すべき取り組み・配慮を示し、より魅力的な街並みを誘導するための指針。

今後の活用の想定として、「事前審査（プレアドバイス）」制度を設けた場合の“協議事項”や景

観形成の助成制度の項目、景観表彰の審査ポイントなど。

＊建築物/工作物/開発行為において、周辺の景観に影響を与える恐れのある一定規模以上

の行為（届出が必要となる行為）

＊定められた規模を超える建築物/工作物/開発行為は周辺景観との調和など、町による審

査を受けなければならない。

＊例えば、同じ高さ１０ｍの鉄柱（携帯電話の電波塔など）でも、

位置（広く平らな畑の真ん中の建つor 高い樹々に囲まれて直接見えない）

色彩（景観色として扱われる焦げ茶色も、周辺背景の色合いによって目立つ場合も？）

により、景観への影響が大きくことなる為、数値的な判断（定量的判断）だけでは難しい

面があるため、定性的判断（文章ベース）の基準が用いられることが多い。

実例：羊蹄山麓広域景観形成推進地域（抜粋）

鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱等 高さ１０ｍ

＊高さ10ｍ以上の柱が建てられない、という意味ではありません。

＊高さ10ｍを超える柱は周辺景観に影響を与える恐れがあるので、設置位置

や形状、色などを審査します。

実例：美瑛町景観計画 丘のまち景観区域

【建築物の高さ】

○山の稜線や丘陵地の連続性を分断しない高さとします。

○丘陵地などの見通しの良い場所に関しては、原則、低層とします。農業用施設など

建物本来の用途・目的・機能上の理由がある場合、かつ周辺景観と調和すると認め

られるものに関しては、原則によりません。
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景観計画と景観地区の比較

（参考：国土交通省「景観まちづくりの制度について」、「景観法アドバイザリーブック」）

景観地区 景観計画

キーワード ・ 「規制」

・ 「定量」

� 「誘導」

� 「定性」

概要 ・ 景観計画で定めるよりも厳しい制限

・ 建築物等のデザインについて、都市計画で

基準を定める。

・ 建築物について、建築確認において審査す

る項目あり。

・ 数値による制限を設けるのが一般的

ex) 色彩 マンセル値

形態 ○寸以上の屋根勾配

高さ ○ｍ以下

� 景観計画は、景観法に基づく地域の景観形成

の総合的な基本計画

� 計画には、区域、景観形成の方針、行為ごと

の規制内容等を定める。

� 届出による審査（適合通知／勧告・命令）

（「景観法アドバイザリーブック」より）

運用主体 市区町村 景観行政団体
※景観法を活用した景観行政を推進する地方公共団体で、都
道府県、政令市、中核市や都道府県の同意を得たその他の
市区町村のこと

ルール ●対象

・ 建築物、工作物、開発行為、木竹の伐採等

●制限の項目

●審査

・ 建築物及び工作物の形態意匠の制限は認定

/不認定

・ 建築物に関するその他の事項は建築確認で

審査、工作物に関する事項は適合義務

● 対象

・ 建築物、工作物、開発行為、土石の採取等

● 制限の項目（景観形成基準）

・ 建築物・工作物の形態意匠

・ 建築物・工作物の高さの最高限度または最低

限度

・ 壁面の位置の制限または建築物の敷地面積

の最低限度

・ その他、景観計画に基づき条例で規定する行

為の制限

● 審査

・ 届出に基づく適合通知/勧告

＜特定届出対象行為＞

景観計画において重点地区の位置づけの地域

を条例に規定することで、不適合の際の厳しい措

置が可能となる。

● 制限の項目

建築物又は工作物の形態意匠

（国土交通省「景観まちづくりの制度について」より）
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・ 開発行為その他に関する事項は許可/不許

可

● 審査

届出に基づく適合通知/変更命令

違反行為

に対する

効力

● 建築物の形態意匠制限に違反した場合、

・ 工事の停止又は是正命令（法第 64 条第 1項）

・ 違反建築物の工事監理者や設計者等の業務

停止の処分（法第 65 条第 2項）

さらに、工事の停止又は是正命令に違反し

た場合

� 一年以下の懲役（法第 100 条）

� 又は５０万円以下の罰金（法第 100 条）

● 建築物の形態意匠以外の制限に違反した場

合、

・ 確認がおりない

● 届出違反(届出をしなかった場合)に対する

罰則

� ３０万円以下の罰金（法第１０１条より）

● 届出対象行為が、景観形成基準に適合しない

場合

� 勧告

● 特定届出対象行為が景観形成基準に適合し

ない場合

� 建築物・工作物の形態意匠に限り、設計変更

命令。

変更命令に従わなかった場合

� ５０万円以下の罰金（法第 101 条）

� 原状回復命令（法第 17 条第 5項）

さらに、原状回復命令に従わなかった場合

・ 一年以下の懲役（法第 100 条）

・ 又は５０万円以下の罰金（法第 100 条）
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■倶知安町の景観をつくる要素や資源

・支笏洞爺国立公園に属する羊蹄山は、公園の大部分が道有林であり、森林資源が保全
・ニセコ積丹小樽海岸国定公園に属するニセコ連峰はスキー場をはじめ、自然を生かしたアクティビティの拠点
・市街地は、尻別川、倶登山川、河岸段丘によって囲まれた沖積地上に形成
・尻別川、倶登山川、ポンクトサン川など、河畔林がつくり出す、水と緑の織り成す良好な水辺環境
・総面積の約６５％を占める森林は、広葉樹 （イタヤカエデ、ナラ、ダケカンバ等）が多く分布し、夏の緑、秋の紅葉、冬の枯木な
ど、四季によって山並みの風景が変化

羊蹄山やニセコ連峰をはじめ
とする雄大な山々と清流尻別
川などの良好な水辺環境が
あります

（1）自然・地形がつくる景観要素や資源

（５）町民の愛着や文化がつくる景観要素や資源

羊蹄山やニセコ連峰、自然
環境に対する愛着が育まれ、
清掃活動などのまちづくりの
取組や文化活動が行われて
います。

・羊蹄山やニセコ連峰の景色を見て季節を感じたり、
日々の天候の変化を予測したり、心の中で当たり前
のように山々を意識した生活

・おいしい水などの暮らし、スキーなどのアクティビテ
ィ、肥沃な農地から収穫される農産物、多くの観光
客が訪れる状況、どれもが良質な自然環境の上に
成り立っていることが町民の財産

・羊蹄太鼓は、先人の思いや羊蹄山、山に登る人々
を表現し、開拓の精神や当時の暮らしを今に伝える
文化の一つ

・地域の畜産・酪農を支える広大な牧草地（242.3ha）
が広がる町営花園育成牧場
・丘陵地に畑地が広がり、遠景に見える羊蹄山や
ニセコ連峰とその山裾の樹林を背景に四季折々
に変化する眺め

羊蹄山を背景とした四季の移ろ
いを感じられる雄大な風景は、
住んでいる人・この町で育った
人のそれぞれの「原風景」「ふる
さと」を象る要素となります。

・自然素材の活用を促す「くっちゃん型住宅ガイドライ
ン」に示す倶知安らしい住まいづくり

・神社仏閣、産業に関する遺構など、まちのおいたちを
感じられる資源が点在

・駅前通りに形成された商店街の賑わい
・国際的なリゾート地として魅力的で多様な施設が一
体的に形成したニセコひらふ地区

・ニセコアンヌプリには、町内に２つのスキー場を形成
・アクティビティだけでなく、豊かな食と安全な滞在環
境が整ったリゾート地

JRや国道5号を中心としてまち
の骨格が形成されています。今
後も新幹線駅の開設や高速道
路ICの延長が予定されています。

・冬は農地に一面真っ白な美しい雪原が広がる。
・春は営農を早めるために積雪深い農地に黒い融雪剤がいたるとこ
ろに散布

（２）農業がつくる景観要素や資源

（４）暮らし・産業がつくる景観要素や資源

・冬季間は特に賑わいを見せるニセコひらふ
地区

・ 「建築物に関する指導要綱」により、隣地との
間隔をとり落雪飛距離を確保した、豪雪地な
らではの建物づくり

・良質なパウダースノーに魅了した、多くの国
内外観光客のウィンタースポーツに興じる姿

・宝石のようにキラキラと輝くスキー場のナイタ
ー照明

• 町全体が一面真っ白の世界になる、しんしん
と雪が降り続いた翌朝の光景

• 早朝に町道をくまなく機械除雪することによ
る、車道・歩道空間が確保された安全な移動
環境

• 地域の堆雪場として利用される市街地内の
空き地

・歩道除雪でできた背丈を超える雪かべの中
を歩く子どもたちの光景

・積雪で狭くなった道路で譲りあう光景

（３）まちの基盤がつくる景観要素や資源

人々の営みや商業、工業、観光業
などの産業は昔から姿を変えなが
らも歴史が積み重なり現代に繋が
っています。

・直線の道路、碁盤の目（格子状）に形成された街区はすっきりとした街並みを形成
・街区を形成する町道の多くは10.90ｍ（６間幅）と堆雪幅を考慮した広めの生活道路空間を
形成

・豊かな暮らしにつながる、街区公園や旭ケ丘総合公園などの多様な公園が点在
・街灯のLED化による夜でも明るく、安全な道路
・良質な羊蹄山の湧水で供給する市街地の水道（年間を通して水温約7℃。浄水処理不要）

グリーンシーズン（春・夏・秋） ウィンターシーズン

・半年以上付き合う「雪」によって、除雪時の助け合いなど、他者への
優しさ・思いやりを育む文化が自ずと醸成
・明るくたくましい雪国の生活を目指した町技「スキー」を子どもから
大人まで楽しむ姿

・特産品の馬鈴薯をはじめとした畑作中心の作
物
・初夏、丁寧に育てた農作物が一面に青々と生
育
・馬鈴薯の、品種によって異なるピンク・黄色の
花の絨毯
・早朝から夜間までハーベスターなどで農作
物を収穫する作業の様子
・自然の恵みを感じられる農地脇に積まれた収
穫コンテナ

オールシーズン

・夏は尻別川のラフティングやスキーコース
を活用したフロートレイル等、自然環境を
生かした多様なアクティビティが展開

・自然を感じる広い道路、山あいの険しい峠、
リゾート地、市街地など、変化に富む道路
環境がサイクリストを魅了

・冷涼な夏季の気候と身近な自然環境によ
る避暑地としての長期滞在環境

・町内会や事業者による清掃活動など、自
主的な環境維持の取組による住みよい環
境の維持

・町内会が積極的に取組む花植えや花壇
づくりによって創出される日常の暮らしの
潤い
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P1
■景観の基本理念と基本方針

• 現地調査や町民アンケート調査、検討会議等の結果を踏まえ整理した俱知安町の景観特性と課題等から、以下のように俱知安町の景観まちづくりの基本理念と基本方針を案として整理しました。

• 四季折々に豊かに表情を変える自然に農業をはじめとした産業が発展し、倶知安に暮らす、倶知安で営む人々が生き生きとしている姿がこの町の「美しい景観」となります。私たちの心のよりどころであり、彩り豊かな自然
を象徴する「羊蹄山」に見守られ、いつまでも大切にしながら、今よりも暮らしに豊かさを感じて発展していくよう、互いに支え合い、未来へつないでいくことを目指し、基本理念を示します。

・羊蹄山とニセコ連峰、緑豊かな森林や河川の環境を
守ります。
・羊蹄山や尻別川など、この町に関わる全ての人の
「ふるさと」を象徴する風景を大切にします。

・私たちの営みと暮らしを支える農業に関心を持ち、交流
を通じて農業とのつながりを大切にします。
・私たちの「原風景」として記憶に残り、まちの自然と暮
らしの豊かさを印象づける農業景観を大切にします。

・豊かな自然環境と開発のバランスを取りながら、エリア
の価値を高める持続可能なリゾート地景観をつくります。
・地域の暮らし・産業・歴史を理解し、それらを表す資産
を大切にし活かします。

・倶知安の風景と文化をつくりあげた先人の思
いや取り組みに「敬意」の気持ちを持つ

・私たちに恵みと厳しさを与える自然環境をよ
く理解し、「謙虚」な姿勢を持つ

・次世代の人たちがより良い暮らしや営みのために工夫し
て変化しようとする取り組みに「寛容」の心を持つ

・人とひととのつながりを大切にし、みんなで支え合う
「厚情（思いやり）」の行動を持つ

・身近にみどりの潤いと街並みの清潔さを保ち、安全
安心で住み心地の良い生活環境をつくります。
・後志地域の中心として、魅力的な市街地の形成に努
めます。
・まちを印象付ける自然景観や農業景観を大切にした
沿道からの眺望を大切にします。

・道ばたに落ちているゴミを見つけたら拾うなど、私たち自身の日ごろの行動から、心に潤いのある美しい景観文化を育みます。
※景観文化：町民1人1人が、倶知安ならではのふるさとの風景を誇りに想う気持ちを持ち、その風景を守り・活かし・伝えるために行動
していること

・倶知安の成り立ちや歴史、様々な環境を知ることによる「守る」大切さを学ぶ機会と、様々な人が様々な場面でこれらを「伝える」機会
を創出し、地域への誇りを育みます。
・景観資源に触れる体験を創出し、人と人とのつながりを通して今ある資源を「活かす」創造力を養い、この地域に愛着を育みます。

※「羊蹄の輝き」…羊蹄山によって作られた倶知安の地形や自然環境の上で暮らす・営む人々が生き生きとしている
姿。また、四季折々に豊かに表情を変える羊蹄山の姿。

• また、その基本理念を実現するための基本方針（取組の方向性）として、倶知安町の景観を形成する要素ごとに整理します。さらに、基本理念と基本方針の間を取り持つ一人一人が行動を起こす際の「行動指針」と行動のため
の「意識の持ち方」として、4つの姿勢を示しました。

P8



P2

■エリア区分のイメージと景観形成の方向性
・ 倶知安町の景観特性と基本方針の展開から、景観計画区域を6つの景観エリアに区分して、

景観形成の方向性を整理します。

■エリア区分図

生活機能が集積し人々の暮らしが息づく市街地景観エリアは、中心市街地
の賑わいと近接する自然を大切にし、町民や来訪者のふれ合いや交流が生
まれる景観づくりを進めます。
①駅前周辺地域
• 駅施設や駅前広場周辺は、羊蹄山への眺望とみどりの演出によるおもて
なしの雰囲気を創出し、人の動線を考慮した空間づくりを進めます。また、
駅前通りへ人々を導く空間づくりを進めます。

• 左右の軸（西３丁目通り）は駅前広場と一体となった空間形成や、
おもてなしの街並みづくりを進めます。

• 正面の軸（駅前通り）は、歩行を促す居心地の良い歩行空間や、明
るい道路空間を確保し、統一感のある街並みをつくります。

• 国道５号は緑化によるうるおいを創出し、街並みに配慮した屋外広
告物の設置を促します。

• 通りごとの個性を創出し、歩行者が楽しめるメリハリのある街区をつく
ります。新たな建設計画があった場合は、事前協議の場を用意し、地域
で合意を取りつつ建設を進められるような仕組みを検討します。

森林景観エリア

市街地景観
エリア

農業景観
エリア

面
的
景
観

③旭ヶ丘丘陵地域

①駅前周辺地域

エリア 景観形成の方向性

リゾート景観
エリア

②住環境形成地域

• 農地の保全、農業の振興に努め、倶知安の美しい風景である四季
折々に変化する豊かな農業景観を大切にします。

• 農業景観を観光資源としての魅力を高め、生業としての農業と調
和・共生する景観形成を進めます。

• 農業地域やリゾート地域などの背景となる自然の豊かさの要素を
持つ森林の保全や活用を進めます。

雄大な自然景観や農業景観と、品格のあるリゾート地としてのまち並
みが調和した景観形成を進めるため、拠点型・低層（改善）型・低層
（維持）型・保全型の４つの考え方で保全や活用を進めます。新たな建
設計画があった場合は、事前協議の場を用意し、地域で合意を取り
つつ建設を進められるような仕組みを検討します。

• 拠点型は、スキー場周辺を中心にリゾート地の拠点となる中高層
の宿泊施設や店舗などの集積を促し、質の高いリゾート地を形成
します。

• 低層（改善）型は、ペンションビレッジ地区において、スキー場周辺
の賑わいを支え、ゆとりのある質の高いリゾート地を形成します。

• 低層（維持）型は、ニセコひらふ地区及びその周辺の幹線道路沿いに
おいて、リゾートの受け皿としての機能を持ち、ボリュームを抑えた
落ち着きのあるリゾート地を形成します。

沿道景観
エリア

軸
的
景
観

水辺景観
エリア

エリア 景観形成の方向性

• 尻別川やその支流は町民の暮らしを支え、観
光資源としても重要な役割を持っていること
から、豊かな自然環境と暮らしや観光が調和
した、魅力ある水辺の景観形成を進めます。

• 富士見橋や倶知安橋などの橋梁から、歩行者
や車窓から楽しむことのできる水辺への景観
を保全します。

④国道５号沿道地域

• 国道や主要な道道、交通量の多い町道は町
内の拠点や景観資源を繋ぐ道路であり、広
域観光のルートにもなることから、沿道か
らの自然や農業、街並みの風景を大切にし、
魅力ある景観形成を進めます。

• リゾートエリアに近く土地利用の変化が想
定される国道５号沿道は、より身近に見え
る羊蹄山などの自然と調和した沿道景観が
求められます。

• 保全型は、森林地域や農業地域（リゾート地間を結ぶ幹線道路を含む）において、良好
な自然環境の保全を前提とし、リゾート開発にあたっては環境への負荷を抑えて低密度
な滞在環境を図ります。宅地形成されている地域は引き続き自然環境と調和した良好な
環境を維持します。

②住環境形成地域
• 豪雪に対応したゆとりある土地利用、くっちゃん型住宅を推進します。
• 家の前の緑化や清掃など町民の手で創り出す良好な景観づくりを通して、まちへの愛情を育みま
す。

• 市街地の緑の拠点となる公園や、街路樹などまちなかにあるみどりのネットワークを広げ、うるおい
のある景観づくりを進めます。

③旭ヶ丘丘陵地域
• 旭ヶ丘公園から望むまち並みと雄大な山並みの景色を大切にし、自然が身近にある俱知安町の豊
かな暮らしにつながる景観づくりを進めます。

④国道５号沿道地域
• 市街地郊外の都市的土地利用が展開されている国道５号沿道においては、羊蹄山の眺望や周辺
の緑豊かな環境に配慮した沿道景観に努めます。
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■景観まちづくりの効果

・ 景観計画の基本理念等に向けて、行動指針を実行し各要素の質を高めていくことで、基本理念が実現し、倶知安町全体の景観が向上することにつながります。
・ 景観が良くなると、各要素の保全、経済発展、継承などの効果が還元するというサイクルが生まれます。

• 行動指針・4つの姿勢

• 基本方針

地域別方針

分野別方針

 基本理念

景観づくりの推進
景観ルールの規定

• 自然環境と調和した秩序ある土地の
使い方

• 生活に潤いのある住みよい暮らし
• 農林業・商工業の活性化
• 観光・リゾート地としての魅力向上
（ブランド化）

まち全体
の魅力が
向上

• シーニックバイウェイ北海道
• 羊蹄山麓広域景観づくり指針
• 第6次倶知安町総合計画
• 都市計画マスタープラン
• 緑の基本計画
• 観光振興計画（観光地マスタープラン）
• 倶知安町環境基本計画
• 地球温暖化対策実行計画
• 社会資本総合整備計画
• 倶知安町子どもプラン
• 俱知安町公共施設等総合管理計画
• 倶知安町住生活基本計画

各要素が
重なり合った景観

1. 自然・地形

３. まちの基盤

5. 人々の愛着・文化

2. 農業

４. 暮らし・産業

■倶知安町の景観

未来へつなぐ羊蹄の輝き
～倶知安に関わる全ての人がこの地に誇りと
愛着を持ち続けられる～
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市街地ゾーン

北 3条西通

 町道西 6号富士見線
58

276

393

271

5

 町道西 3丁目北・南通

資料 1-3

八幡ビューポイントパーキング

富士見橋
（尻別川リバーパークビューポイントパーキング）

小川原脩記念美術館

新庁舎

駅周辺

旭ケ丘公園

倶知安橋
（レルヒ公園）
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N

34
3

63
1

58

リ
ゾ
ー
ト
周
辺
ゾ
ー
ン

町
道
比
羅
夫
樺
山
線

 町
道
岩
尾
別
南
３
線

 町
道
花
園

リ
ゾ
ー
ト
線

5

倶
知
安
橋

（
レ
ル
ヒ
公
園
）

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
大
橋

ひ
ら
ふ
第
一
駐
車
場

鏡
沼

半
月
湖
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N

 町道西 6号富士見線

 町道西 3号扶桑八幡線
 及び町道西 3号八幡線

町道羊蹄登山線　

5

276

393

478 

農林ゾーン

半月湖

大和駐車場

八幡ビューポイントパーキング
富士見橋
（尻別川リバーパークビューポイントパーキング）

倶知安橋
（レルヒ公園）
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旭
川
市

長
沼
町

（
市
街
地
区
域
）

富
良
野
市

（
市
街
地
景
観
エ
リ
ア
）

千
葉
県
流
山
市

（
駅
周
辺
に
ぎ
わ
い
景
観
形
成
ゾ
ー
ン
）

山
口
県
周
南
市

（
都
心
軸
地
区
）

位
置
・
配
置

・
地
域
の
特
性
や
周
辺
景
観
と
の
調
和

に
配
慮

・
羊
蹄
山
、
ニ
セ
コ
連
峰
、
昆
布
岳
、

尻
別
岳
と
周
囲
の
山
並
み
、
尻
別
川
や

そ
の
支
流
等
の
地
域
の
良
好
な
景
観
資

源
に
対
し
て
周
辺
か
ら
の
眺
望
に
配
慮

—
—

〈
全
エ
リ
ア
共
通
〉

・
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
位

置
・
配
置
と
す
る
こ
と
。

・
大
雪
山
十
勝
岳
連
峰
、
芦
別
岳
、
空

知
川
や
そ
の
支
流
、
歴
史
資
産
等
、
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
景
観
資
源
等
に

対
し
て
、
周
辺
か
ら
の
眺
望
に
配
慮
し

た
位
置
・
配
置
と
す
る
こ
と
。

・
道
路
に
面
し
た
建
物
配
置
を
避
け
、

ア
プ
ロ
ー
チ
や
植
栽
等
を
含
む
緩
衝
帯

に
よ
っ
て
、
圧
迫
感
の
低
減
に
努
め
る

こ
と
。

・
建
築
物
に
付
帯
す
る
設
備
等
は
、
道

路
に
面
し
た
配
置
を
避
け
、
道
路
や
そ

の
他
公
共
空
間
か
ら
容
易
に
見
え
な
い

よ
う
に
配
慮
し
た
位
置
・
配
置
と
し
、

植
栽
等
に
よ
り
修
景
を
行
う
よ
う
努
め

る
こ
と
。

ま
た
、
建
築
物
壁
面
と
の
調
和
、
建
築

物
本
体
と
の
一
体
感
を
持
た
せ
る
よ
う

工
夫
に
努
め
る
こ
と
。

〈
市
街
地
景
観
エ
リ
ア
〉

・
歩
行
者
に
圧
迫
感
を
与
え
な
い
位

置
・
配
置
と
す
る
こ
と
。

〈
建
築
物
〉

地
域
の
個
性
及
び
特
性
を
尊
重
し
、
周

辺
の
景
観
と
調
和
し
た
景
観
づ
く
り
に

配
慮
す
る
。
道
路
や
公
園
等
の
公
共
の

場
所
か
ら
、
山
や
海
の
自
然
景
観
の
眺

望
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す

る
。

〈
工
作
物
〉

地
域
の
個
性
及
び
特
性
を
尊
重
し
、
周

辺
の
景
観
と
調
和
し
た
景
観
づ
く
り
に

配
慮
す
る
。
道
路
や
公
園
等
の
公
共
の

場
所
か
ら
、
山
や
海
の
自
然
景
観
の
眺

望
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す

る
。

規
模
・
高
さ

・
地
域
の
特
性
や
周
辺
の
建
築
物
又
は

工
作
物
と
の
連
続
性
を
考
慮
し
て
、
街

並
み
や
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

・
 羊
蹄
山
、
ニ
セ
コ
連
峰
、
昆
布
岳
、

尻
別
岳
と
周
囲
の
山
並
み
、
尻
別
川
や

そ
の
支
流
等
の
地
域
の
良
好
な
景
観
資

源
に
対
し
て
、
周
辺
か
ら
の
眺
望
に
配

慮 ・
羊
蹄
山
、
ニ
セ
コ
連
峰
、
昆
布
岳
、

尻
別
岳
と
周
囲
の
山
並
み
の
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
を
損
な
う
高
さ
と
な
ら
な
い
よ
う

配
慮

—

（
建
築
物
）

・
 防
風
林
の
高
さ
よ
り
突
出
し
な
い
よ

う
、

1
6
ｍ
以
下
と
す
る
。

（
工
作
物
）

・
防
風
林
の
高
さ
よ
り
突
出
し
な
い
よ

う
、
機
能
上
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除

い
て
、
高
さ
が

1
6
ｍ
以
下
と
な
る
工

夫
を
す
る
。

—

○
建
築
物
は
、
街
並
み
に
調
和
す
る
よ

う
高
さ
や
形
状
を
工
夫
し
、
隣
接
す
る

建
物
と
の
連
続
性
を
図
り
、
周
辺
と
の

調
和
を
創
出
す
る
。

〈
建
築
物
〉

・
御
幸
通
り
や
岐
山
通
り
沿
道
の
街
路

景
観
の
整
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
道
路

等
の
公
共
の
場
所
を
視
点
場
と
し
、
山

並
み
や
街
路
樹
等
の
稜
線
に
与
え
る
影

響
を
軽
減
す
る
高
さ
と
す
る
。
（
大
規

模
な
行
為
の
み
）

〈
工
作
物
〉

・
御
幸
通
り
や
岐
山
通
り
沿
道
の
街
路

景
観
の
整
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
道
路

等
の
公
共
の
場
所
を
視
点
場
と
し
、
山

並
み
や
街
路
樹
等
の
稜
線
に
与
え
る
影

響
を
軽
減
す
る
高
さ
と
す
る
。

〈
建
築
物
〉

（
地
区
全
体
）

・
基
調
色
に
は
、
高
・
中
明
度
（
概
ね

４
 ～
８
程
度
）

 、
低
彩
度
（
概
ね
３

以
下
）
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
た

だ
し
、
レ
ン
ガ
や
石
な
ど
の
素
材
を
使

用
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な

い
。

・
高
彩
度
色
に
つ
い
て
は
ア
ク
セ
ン
ト

と
し
て
使
用
し
、
建
物
本
体
の
基
調
色

と
し
て
は
使
用
し
な
い
。

〈
建
築
物
〉

・
外
壁
・
屋
根
の
色
彩
は
光
沢
を
抑

え
、
色
相
に
応
じ
、
【
別
表

-
2
】
の
彩

度
を
下
回
る
よ
う
に
す
る
。
（
ア
ク
セ

ン
ト
と
し
て
概
ね

2
 割
の
範
囲
内
で
用

い
る
色
彩
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）

・
外
壁
・
屋
根
に
記
載
す
る
も
の
は
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
ロ
ゴ
タ

イ
プ
に
留
め
、
外
観
の
面
積
の

2
5
％

を
超
え
る
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
記
載
し
な

い
。

〈
建
築
物
〉

○
壁
面
の
色
は
、
落
ち
着
い
た
色
合
い

を
用
い
る
。
色
彩
は
、
色
彩
基
準
の
表

１
と
す
る
。

○
屋
根
の
色
は
、
落
ち
着
い
た
色
合
い

を
用
い
る
。
色
彩
は
、
色
彩
基
準
の
表

１
と
す
る
。

○
建
築
物
等
に
付
帯
す
る
配
管
、
屋
外

機
、
屋
外
階
段
な
ど
の
設
備
類
は
、
本

体
と
の
調
和
を
図
る
。

〈
建
築
物
〉

落
ち
着
い
た
色
彩
を
基
調
と
し
、
周
辺

の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
色
彩
と

す
る
。
工
場
等
は
、
圧
迫
感
、
威
圧
感

を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
色

彩
と
す
る
。
御
幸
通
り
や
岐
山
通
り
沿

道
の
街
路
景
観
の
整
っ
て
い
る
地
域
で

は
、
中
明
度
３
～
７
か
つ
低
彩
度
、
ま

た
は
無
彩
色
と
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

ア
ク
セ
ン
ト
色
の
使
用
等
に
際
し
て

は
、
使
用
す
る
色
彩
相
互
の
調
和
、
使

用
す
る
量
の
バ
ラ
ン
ス
に
工
夫
す
る
。

〈
工
作
物
〉

（
地
区
全
体
）

・
工
作
物
の
色
彩
は
、
法
令
等
で
定
め

ら
れ
た
も
の
以
外
は
、
基
調
色
の
彩
度

を
抑
え
る
こ
と
と
す
る
。

〈
工
作
物
〉

・
 工
作
物
の
表
面
の
色
彩
は
光
沢
を
抑

え
、
彩
度

3
 以
下
と
す
る
。
（
法
令
で

定
め
ら
れ
る
も
の
は
こ
の
限
り
で
な

い
）

・
 工
作
物
表
面
に
記
載
す
る
も
の
は
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
ロ
ゴ
タ

イ
プ
に
留
め
、
外
観
の
面
積
の

2
5
％

を
超
え
る
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
記
載
し
な

い
。

〈
工
作
物
〉

隣
接
す
る
建
築
物
の
外
壁
の
色
彩
と
同

一
程
度
の
も
の
、
ま
た
は
周
辺
の
景
観

と
の
調
和
に
配
慮
し
た
色
彩
と
す
る
。

形
態
・
意
匠

・
羊
蹄
山
、
ニ
セ
コ
連
峰
、
昆
布
岳
、

尻
別
岳
と
周
囲
の
山
並
み
、
尻
別
川
や

そ
の
支
流
等
の
地
域
の
良
好
な
景
観

と
の
調
和
に
配
慮

・
全
体
と
し
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
形
態

意
匠
と
す
る

・
建
築
物
に
附
属
す
る
設
備
等
は
、
可

能
な
限
り
目
立
た
な
い
位
置
へ
設
置

し
、
又
は
目
隠
し
を
す
る
等
の
工
夫
を

す
る

〈
建
築
物
〉

（
地
区
全
体
）

・
道
路
の
歩
道
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に

配
置
す
る
か
、
ル
ー
バ
ー
等
の
設
置
や

建
築
物
本
体
に
取
り
込
む
。

・
外
壁
の
な
い
施
設
駐
輪
場
、
施
設
駐

車
場
は
、
道
路
の
歩
道
か
ら
見
え
る
部

分
に
お
い
て
，
ル
ー
バ
ー
等
の
設
置
や

植
栽
な
ど
に
よ
り
，
車
や
自
転
車
が
剥

き
だ
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す

る
。

・
野
外
階
段
は
、
道
路
の
歩
道
か
ら
見

え
な
い
位
置
に
設
け
る
か
、
骨
組
み
が

露
出
し
な
い
よ
う
ル
ー
バ
ー
等
を
設
置

す
る
。

（
賑
わ
い
景
観
誘
導
地
区
追
加
事
項
）

・
建
築
物
の
壁
面
の
一
部
又
は
全
部
を

地
区
整
備
計
画
に
お
け
る
壁
面
の
位
置

の
制
限
に
定
め
る
道
路
境
界
線
ま
で
の

距
離
の
最
低
限
度
に
揃
え
る
こ
と
と

し
、
低
層
部
は
明
る
く
開
放
的
な
意
匠

と
す
る
。

・
日
よ
け
テ
ン
ト
を
設
け
る
場
合
は
、

素
材
に
つ
い
て
は
布
地
（
耐
候
性
・
つ

や
消
し
）
と
し
、
色
彩
は
ダ
ー
ク
グ

リ
ー
ン
（
概
ね
２

.５
Ｇ
３

/
４
）
と
す

る
。

・
外
壁
の
一
部
又
は
全
部
に
レ
ン
ガ
を

使
用
す
る
こ
と
と
し
，
レ
ン
ガ
の
色
彩

は
既
存
レ
ン
ガ
造
建
物
と
同
じ
赤
系
と

〈
工
作
物
〉

・
建
築
物
と
一
体
的
に
整
備
す
る
場
合

は
、
建
築
物
本
体
と
の
デ
ザ
イ
ン
の
調

和
を
図
る
。

・
擁
壁
な
ど
に
つ
い
て
は
、
威
圧
感
を

軽
減
す
る
よ
う
、
形
状
・
素
材
感
の
工

夫
、
壁
面
の
緑
化
、
前
面
の
植
栽
な
ど

修
景
措
置
を
実
施
す
る
。

・
立
体
の
施
設
は
、
外
周
部
に
樹
木
を

植
栽
す
る
な
ど
修
景
措
置
を
実
施
す

る
。

〈
市
街
地
景
観
エ
リ
ア
〉

・
沿
道
に
面
す
る
店
舗
や
商
業
施
設
の

低
層
部
な
ど
は
、
周
囲
の
景
観
に
配
慮

し
な
が
ら
、
人
々
を
引
き
込
む
滞
留
空

間
の
設
置
や
、
に
ぎ
わ
い
が
表
出
す
る

よ
う
な
開
放
的
な
意
匠
や
外
構
の
工
夫

に
努
め
る
こ
と
。

○
勾
配
屋
根
な
ど
、
屋
根
の
形
状
が

整
っ
て
い
る
街
並
み
に
お
い
て
は
、
屋

根
の
形
状
に
つ
い
て
周
辺
と
の
調
和
を

図
る
。

○
周
辺
へ
の
圧
迫
感
や
威
圧
感
を
与
え

る
恐
れ
の
あ
る
建
築
物
の
大
規
模
な
壁

面
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感

を
軽
減
す
る
形
態
意
匠
と
す

る
。

○
建
築
物
等
に
付
帯
す
る
配
管
、
屋
外

機
、
屋
外
階
段
な
ど
の
設
備
類
は
、
形

態
や
使
用
す
る
材
料
を
建
築
物
本
体
と

同
様
の
も
の
と
し
て
一
連
性
を
持
た
せ

る
。
ま
た
、
ル
ー
バ
ー
や
植
栽
等
に
よ

り
直
接
見
え
な
い
よ
う
に
修
景
し
、
違

和
感
の
な
い
外
観
と
す
る
。

○
表
面
に
着
色
を
施
し
て
い
な
い
木

材
、
石
材
、
金
属
板
等
の
素
材
は
、
そ

の
素
材
の
持
ち
味
を
活
か
す
。

〈
建
築
物
〉

・
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
、

全
体
的
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
形
態
及
び

外
観
と
す
る
。
商
業
地
に
お
け
る
低
層

階
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
に
配
慮
し
、

で
き
る
限
り
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に
よ
る
公

共
空
間
の
確
保
に
努
め
、
賑
わ
い
な
ど

を
演
出
す
る
。

〈
工
作
物
〉

・
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
、

全
体
的
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
形
態
及
び

外
観
と
す
る
。

敷
地
外
構
・

緑
化
修
景

・
敷
地
内
は
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
を

図
り
、
可
能
な
限
り
修
景
を
行
う

・
特
に
、
道
路
等
の
公
共
空
間
に
面
し

た
空
間
は
、
街
並
み
に
ふ
さ
わ
し
い
修

景
を
行
う
よ
う
配
慮

・
敷
地
内
の
既
存
の
樹
木
は
可
能
な
限

り
保
存
し
、
又
は
移
植
す
る
こ
と
と

し
、
や
む
を
得
ず
伐
採
す
る
場
合
は
、

補
植
や
緑
化
に
配
慮

・
堆
雪
ス
ペ
ー
ス
等
の
設
置
を
考
慮
す

る
と
と
も
に
、
積
雪
期
以
外
に
お
け
る

こ
れ
ら
の
施
設
と
周
辺
景
観
と
の
調

和
に
も
配
慮

〈
建
築
物
〉

（
地
区
全
体
）

・
敷
地
内
は
、
周
辺
と
調
和
す
る
樹
種

等
で
緑
化
（
※
）
す
る
。

〈
工
作
物
〉

（
地
区
全
体
）

・
工
作
物
設
置
の
た
め
の
樹
木
の
伐
採

は
必
要
最
小
限
と
す
る
。

〈
建
築
物
〉

・
 既
存
の
樹
木
を
適
切
に
保
全
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
樹
木
を
植
栽
す
る
な

ど
、
緑
化
に
努
め
る
。

〈
工
作
物
〉

・
 既
存
の
樹
木
を
適
切
に
保
全
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
樹
木
を
植
栽
す
る
な

ど
、
緑
化
に
努
め
る
。

〈
全
エ
リ
ア
共
通
〉

・
敷
地
内
は
周
辺
環
境
と
の
調
和
を
図

り
可
能
な
限
り
芝
生
、
植
栽
、
花
壇
等

で
緑
化
・
修
景
を
行
い
、
特
に
道
路
等

の
公
共
空
間
に
面
し
た
空
間
は
街
並
み

に
ふ
さ
わ
し
い
修
景
を
行
う
こ
と
。

・
既
存
の
樹
木
や
植
栽
は
、
可
能
な
限

り
保
存
に
努
め
る
こ
と
。

〈
市
街
地
景
観
エ
リ
ア
〉

・
建
築
物
の
解
体
・
除
去
後
の
敷
地

は
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
を
図
り
芝

生
、
植
栽
、
花
壇
等
の
緑
化
や
定
期
的

な
除
草
な
ど
を
行
い
、
適
切
な
維
持
・

管
理
に
努
め
る
こ
と
。

〇
敷
地
内
に
は
、
樹
木
を
植
栽
す
る
。

道
路
沿
い
に
あ
っ
て
は
、
低
木
及
び
中

高
木
を
混
植
す
る
こ
と
。

○
外
構
は
、
生
垣
、
木
材
、
石
材
等
の

自
然
素
材
を
用
い
る
。
や
む
を
得
ず
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
等
と
な
る
場

合
は
、
剥
き
出
し
を
避
け
、
素
材
が
目

立
た
な
い
よ
う
に
修
景
す
る
。

ま
た
、
緑
が
連
続
し
て
見
え
る
よ
う
な

配
置
の
工
夫
を
行
う
。

○
道
路
に
面
す
る
低
層
部
分
は
、
で
き

る
限
り
店
舗
等
を
配
置
す
る
こ
と
と

し
、
や
む
を
得
ず
駐
車
場
を
配
置
す
る

場
合
は
、
建
築
物
（
構
造
物
）
の
過
半

が
直
接
露
出
し
な
い
よ
う
、
樹
木
等
の

植
栽
に
よ
り
修
景
す
る
。

○
外
壁
の
無
い
立
体
駐
車
場
は
、
構
造

物
の
う
ち
道
路
に
面
す
る
部
分
の
過
半

が
直
接
露
出
し
な
い
よ
う
に
、
ル
ー

バ
ー
等
の
設
置
、
樹
木
等
の
植
栽
に
よ

り
修
景
す
る
。

○
建
築
物
又
は
工
作
物
等
の
行
為
に
伴

う
駐
車
場
、
駐
輪
場
、
ご
み
集
積
所
そ

の
他
の
設
置
物
等
に
つ
い
て
は
、
周
囲

か
ら
目
立
た
な
い
配
置
及
び
形
態
意
匠

と
す
る
。

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
建
築
物
と
同

〈
建
築
物
〉

・
駐
車
場
、
駐
輪
場
、
ご
み
置
き
場
、

ガ
ス
庫
等
の
付
属
施
設
は
、
建
築
物
や

周
辺
の
ま
ち
並
み
に
配
慮
す
る
。

・
道
路
等
の
公
共
の
場
所
に
接
す
る
部

分
は
、
生
垣
に
よ
る
緑
化
に
努
め
、
塀

等
を
設
置
す
る
場
合
は
、
自
然
素
材
を

使
用
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

・
敷
地
内
に
お
い
て
は
、
で
き
る
限
り

多
く
の
部
分
を
緑
化
す
る
。

・
工
業
等
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の
住
宅

地
や
公
共
の
場
所
に
対
し
て
緩
衝
機
能

を
も
た
せ
る
よ
う
に
、
で
き
る
限
り
緑

化
を
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

・
植
栽
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の
ま
ち
並

み
や
山
並
み
等
の
景
観
に
配
慮
す
る
。

〈
工
作
物
〉

・
道
路
等
の
公
共
の
場
所
に
接
す
る
部

分
は
、
生
垣
に
よ
る
緑
化
や
、
塀
等
を

設
置
す
る
場
合
は
、
自
然
素
材
を
使
用

す
る
よ
う
に
努
め
る
。

建 築 物 及 � 工 作 物 � 建 設 等

色
彩

・
 四
季
を
通
じ
て
の
周
辺
景
観
と
調
和

す
る
色
彩
を
基
調
と
す
る
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
と
し
、
け
ば
け
ば
し
い
色
は
使

用
し
な
い

・
多
く
の
色
彩
や
ア
ク
セ
ン
ト
色
を
使

用
す
る
場
合
は
、
そ
の
数
、
色
彩
相
互

の
調
和
及
び
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

〈
全
エ
リ
ア
共
通
〉

・
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
色

彩
を
用
い
る
こ
と
。

・
多
く
の
色
彩
や
ア
ク
セ
ン
ト
色
を
用

い
る
際
は
色
数
を
抑
え
、
色
彩
相
互
の

調
和
及
び
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
こ

と
。

〈
市
街
地
景
観
エ
リ
ア
〉

・
企
業
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
な
ど

で
原
色
や
華
美
な
色
彩
を
使
用
す
る
場

合
は
、
使
用
面
積
を
小
さ
く
す
る
な
ど

工
夫
す
る
こ
と
。

・
夜
間
照
明
は
暖
か
み
の
あ
る
光
源
を

用
い
、
非
行
、
犯
罪
、
交
通
事
故
等
の

防
止
に
も
配
慮
し
、
地
域
の
安
全
・
安

心
に
努
め
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

参
考
資
料
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２
．
景
観
重
点
地
区
（
駅
前
周
辺
地
域
）
の
景
観
形
成
基
準
（
行
為
の
制
限
・
配
慮
事
項
）
【
市
町
村
事
例
】

北
海
道

（
広
域
景
観
形
成
推
進
地
域
）

旭
川
市

長
沼
町

（
市
街
地
区
域
）

富
良
野
市

（
市
街
地
景
観
エ
リ
ア
）

千
葉
県
流
山
市

（
駅
周
辺
に
ぎ
わ
い
景
観
形
成
ゾ
ー
ン
）

山
口
県
周
南
市

（
都
心
軸
地
区
）

参
考
資
料

開 発 行 為 等 ／ 土 石 � 採 取 � 鉱 物 � 採 掘 ／ 土 地 � 形 質 � 変 更

〈
位
置
・
配
置
〉

・
地
域
の
特
性
や
周
辺
景
観
と
の
調
和

に
配
慮

・
羊
蹄
山
、
ニ
セ
コ
連
峰
、
昆
布
岳
、

尻
別
岳
と
周
囲
の
山
並
み
、
尻
別
川
や

そ
の
支
流
等
の
地
域
の
良
好
な
景
観
資

源
に
対
し
て
、
周
辺
か
ら
の
眺
望
に
配

慮 〈
規
模
〉

・
地
域
の
特
性
や
周
辺
景
観
と
の
調
和

に
配
慮

・
羊
蹄
山
、
ニ
セ
コ
連
峰
、
昆
布
岳
、

尻
別
岳
と
周
囲
の
山
並
み
、
尻
別
川
や

そ
の
支
流
等
の
地
域
の
良
好
な
景
観
資

源
に
対
し
て
、
周
辺
か
ら
の
眺
望
に
配

慮 〈
形
状
・
緑
化
〉

・
羊
蹄
山
、
ニ
セ
コ
連
峰
、
昆
布
岳
、

尻
別
岳
と
周
囲
の
山
並
み
、
尻
別
川
や

そ
の
支
流
等
の
地
域
の
良
好
な
景
観

と
の
調
和
に
配
慮

・
 開
発
区
域
内
の
既
存
の
樹
木
は
、
可

能
な
限
り
保
存
し
、
又
は
移
植
す
る
こ

と
と
し
、
や
む
を
得
ず
伐
採
す
る
場
合

は
、
補
植
や
緑
化
に
配
慮

—

・
 で
き
る
限
り
自
然
の
地
形
を
活
か
す

よ
う
配
慮
し
、
道
路
そ
の
他
の
公
共
の

場
所
か
ら
見
え
る
箇
所
で
は
、
の
り

面
・
擁
壁
な
ど
の
配
置
は
で
き
る
だ
け

避
け
る
。

・
 切
土
・
盛
土
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
り

面
は
、
可
能
な
限
り
土
羽
に
よ
る
も
の

と
し
、
や
む
を
得
ず
擁
壁
を
設
置
す
る

場
合
は
、
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
と

と
も
に
、
仕
上
げ
の
工
夫
ま
た
は
前
面

の
植
栽
な
ど
に
よ
る
修
景
措
置
を
実
施

す
る
。

・
 擁
壁
は
、
塗
装
、
素
材
い
ず
れ
の
場

合
も
、
光
沢
を
抑
え
、
彩
度

3
 以
下
と

す
る
。

・
 擁
壁
に
記
載
す
る
も
の
は
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
ロ
ゴ
タ
イ
プ
に

留
め
、
外
観
の
面
積
の

2
5
％
を
超
え

る
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
記
載
し
な
い
。

・
 既
存
の
樹
木
を
適
切
に
保
全
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
樹
木
を
植
栽
す
る
な

ど
、
緑
化
に
努
め
る
。

—

〈
開
発
行
為
、
土
地
の
開
墾
、
そ
の
他

土
地
の
形
質
の
変
更
（
土
石
の
採
取
及

び
鉱
物
の
掘
採
を
除
く
。
）
〉

・
敷
地
周
辺
の
景
観
の
状
況
を
把
握

し
、
地
形
や
植
生
を
生
か
し
、
長
大
な

の
り
面
ま
た
は
擁
壁
が
生
じ
な
い
よ
う

に
す
る
。

・
の
り
面
が
生
じ
る
場
合
は
、
で
き
る

限
り
緩
や
か
な
勾
配
と
し
、
周
辺
の
植

生
と
調
和
し
た
緑
化
を
図
る
。

・
擁
壁
は
、
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た

形
態
及
び
素
材
と
す
る
。

〈
土
砂
の
採
取
、
鉱
物
の
採
取
〉

・
土
石
の
採
取
ま
た
は
鉱
物
の
掘
採
の

場
所
が
道
路
等
の
公
共
の
場
所
か
ら
目

立
ち
に
く
い
よ
う
、
採
取
ま
た
は
掘
採

の
位
置
、
方
法
を
工
夫
す
る
。

・
の
り
面
が
生
じ
る
場
合
は
、
で
き
る

限
り
緩
や
か
な
勾
配
と
し
、
周
辺
の
植

生
と
調
和
し
た
緑
化
を
図
る
。

・
擁
壁
は
、
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た

形
態
及
び
素
材
と
す
る
。

〈
木
竹
の
伐
採
〉

・
地
域
の
景
観
を
著
し
く
損
ね
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。

・
伐
採
の
面
積
は
必
要
最
小
限
と
す

る
。

屋 外 � � � � 土 石 � 再 生 資 源 � 建

設 資 材 � � � 他 物 件 � 堆 積

—
—

—

〈
全
エ
リ
ア
共
通
〉

・
切
土
や
盛
土
を
行
う
場
合
は
、
で
き

る
限
り
勾
配
の
緩
や
か
な
法
面
と
す
る

こ
と
。
や
む
を
得
ず
擁
壁
と
な
る
場
合

に
は
、
目
立
た
な
い
仕
上
げ
や
植
栽
等

に
よ
る
修
景
を
行
う
こ
と
。

・
屋
外
に
お
け
る

 物
件
の
堆
積
は

 道
路
や
そ
の
他
公
共
空
間
か
ら
容
易
に
見

え
る
場
所
で
の
堆
積
は
避
け
、
沿
道

（
自
転
車
道
含
む
）
を
通
行
す
る
自
動

車
・
歩
行
者
か
ら
見
え
な
い
よ
う
樹
木

や
柵
な
ど
で
目
隠
し
を
す
る
こ
と
に
努

め
る
。

・
道
路
や
公
園
等
の
公
共
の
場
所
か

ら
、
目
立
ち
に
く
い
位
置
及
び
規
模
と

す
る
。

・
で
き
る
限
り
道
路
、
道
路
や
公
園
等

の
公
共
の
場
所
か
ら
見
え
な
い
よ
う
、

周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
植

栽
ま
た
は
塀
等
で
遮
へ
い
す
る
。

� � 他 � 上 記 項 目 � 当 � � � � � �

� � �

—

【
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
】

〈
建
築
物
〉

（
地
区
全
体
）

・
歩
行
者
等
に
不
快
な
ま
ぶ
し
さ
を
感

じ
さ
せ
な
い
よ
う
照
明
器
具
の
種
類
や

設
置
位
置
に
配
慮
す
る
。

〈
工
作
物
〉

（
地
区
全
体
）

・
歩
行
者
等
に
不
快
な
ま
ぶ
し
さ
を
感

じ
さ
せ
な
い
よ
う
照
明
器
具
の
種
類
や

設
置
位
置
に
配
慮
す
る
。

【
配
置
】

〈
工
作
物
〉

・
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
の

見
え
方
に
配
慮
す
る
。
や
む
を
得
ず
高

さ
が

1
6
ｍ
を
超
え
る
と
き
は
、
で
き

る
限
り
目
立
た
な
い
位
置
に
配
置
す

る
。

—

○
住
宅
地
及
び
住
宅
地
に
近
接
す
る
場

所
で
は
、
落
ち
着
い
た
景
観
や
環
境
を

損
ね
な
い
よ
う
、
防
犯
に
必
要
な
照
明

等
を
除
き
、
不
要
な
光
が
周
辺

に
漏
れ
な
い
よ
う
光
の
方
向
を
工
夫
す

る
。

○
暖
か
み
や
落
ち
着
き
の
あ
る
光
源
の

使
用
や
、
落
ち
着
い
た
夜
間
景
観
の
演

出
効
果
が
高
い
照
明
方
法
を
工
夫
す

る
。

○
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
等
、
む
や
み
に
夜
空

に
光
を
放
す
照
明
は
行
わ
な
い
。

○
自
動
販
売
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

道
路
に
直
接
面
し
て
設
置
し
な
い
な

ど
、
周
囲
か
ら
目
立
た
な
い
配
置
及
び

落
ち
着
い
た
形
態
意
匠
と
す
る
。

—

※
　
緑
化
と
は
、
道
路
な
ど
か
ら
歩
行

者
等
が
容
易
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
場

所
で
、
樹
木
、
芝
生
、
ツ
タ
、
花
な
ど

の
植
物
を
地
面
や
建
築
物
の
屋
上
、
壁

面
に
植
栽
す
る
こ
と
、
又
は
、
植
栽
し

た
プ
ラ
ン
タ
ー
等
を
設
置
す
る
こ
と
と

す
る
。

3P1
6


